
喜
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いのちを救うのは

あなた
救急車が着 くまでに

私たちにできること

心
肺
蘇
生
法
と
は

′し、
肺
蘇
生
法
と
は
、
簡
単
に
言

つ

と
人
Ｉ
呼
吸
と

′し、
臓

マ
「
サ
　
一ン
を

併
せ
て
行

つ
こ
と
を

い
い
ま
す
「
心

臓
一
′し、
■
）呼
吸
（肺

二
・よ
み
が
え
ら

せ
る
（
蘇
生

了
こ

つ
二
と
で
心
肺
蘇

生
法
と
い
い
ま
す

心
肺
蘇
生
法
の
目
的

ド
リ
ン
カ
ー
の

救

命

曲

線

図

は

呼

吸

が

停

止

し

た

場

合

（
呼

吸

停

止

数

分

後

に

は

心

臓

も

停

止

し

ま

す

一
、
人

工

呼

吸

や

′し、
肺

蘇

生

法

を

早

く

す

れ

ば

す

る

ほ

ど

蘇

生

す

る

割

合

が

高

く

な

り

、

遅

け

れ

ば

遅

い

ほ

一
一
一
一
一
一
一
〕
一
一
｝

‐‥本とフランス

を知った。日本

¨

¨

でヽ 多くの人命

¨

　

¨

一

立っので、
忘ォ．

」

卓
‐よ、
い
が
脳
靴
崚
た。
陵
け
‥こ役
馘

眸帥
締
場
″
場
“
師
翻
姫
漱
樹
しヽよぅ

秋田谷守晃

を覆って息を吹き込み、それか

ろに居合わせることがあったら、

1年

工藤 義正

たという状態だつたが、二回目
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③ 口の中を調べる

⑨ 心臓マッサージの

3年
工藤 町子

なくなった。心肺蘇生法を練習

していてわかったことは、人命

救助という緊急の際には、どん

2年

柏崎真樹美

最初に聞いた「応急手当ての

基礎知識』では、呼吸が停止し

た場合の生命を救える確率は、

三分後で75%、 四分後で50%、

五分後になると25%と いうこと

ことを教えてもらったと思う。

実技のほうは、見ているとき

は簡単そうだと思ったが、実際

にやってみると、とても難 しか

懸命やったので、自分としては

(3)広 報ιチろ

① 意識の確認 ③ 脈拍の確認

ど
死
亡
す
る
割
合
が
高
く
な
る
と

い

こ
れ
を
見
る
と
、
呼
吸
停
止
三
分

後
に
人
工
呼
吸
を
始
め
る
と
９。
％
く

ら

い
の
確
率
で
生
命
を
救
え
ま
す
が
、

時
間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
生
命
を
救

う

こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
わ
か
り
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会
福
祉
へ
役
立
て
て
　
　
　
　
　
　
　
声
電
翻
猜
証
』
購
緋
金

農
水
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
が
社
協

へ
寄
付
　
　
は
ヽ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
の
■
莉

村
農
水
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
で
は
、　
　
　
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
事
業

へ
有
意
　
　
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
村

「社
会
福
祉

へ
役
立
て
て
」
と
村
社
　
　
義
に
活
用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
　
　
教
育
委
員
会
（
一
六
二
―
三
七
五

一
）

会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
を
寄
付
し
　
　
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募

墨

夢

鱒

■

内

派

≠

趾

燿

管

‐

基

介
さ
れ
る
と
、
全
国
各
地
か
ら
注
文
　
　
　
昨
年
十
二
月

一
日
に
開
か
れ
た
冬
　
　
闘
賞
＝
三
和
正

一
。
優
秀
選
手
賞
＝

の
電
話
が
相
次
ぎ
、
約

一
万
個
を
販
　
　
の
陣
を
も
っ
て
、
第
十

一
回
ふ
れ
あ
　
　
白
川
り
ゑ
、
神
鳴
キ
ヨ
エ
、
成
田
サ

売
。
そ
の
利
益
の
一
部
を
、
昨
年
十
　
　
い
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
の
全
日
程
を
　
　
ナ
、
竹
谷
み
ち
、
小
笠
原
俊
治
、
佐

二
月
十
九
日
寄
付
し
た
も
の
で
す
Ｄ　
　
　
終
了
し
、
相
内
派
立
チ
ー
ム
が
優
勝
　
　
藤
興

一
、
古
川
ユ
キ
、
工
藤
タ
マ
。

社
協
で
は

「加
エ
セ
ン
タ
ー
職
員
　
　
に
輝
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈敬
称
略
〉

の
善
意
を
あ
り
が
た
く
頂
だ
い
し
、　
　
　
　
こ
れ
は
、
六
月

一
日
の
春
の
陣
、

八
月

一
日
の
夏
の
陣
、
十
月
二
日
の

秋
の
陣
、
そ
し
て
冬
の
陣
の
総
合
成

績
で
争
わ
れ
る
も
の
で
、
団
体
表
彰

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
団
体
戦

優
勝
＝
相
内
派
立
チ
ー
ム
。
準
優

勝
＝
相
内
浜
道
チ
ー
ム
。
第
二
位
＝

磯
松
チ
ー
ム
。

▼
個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞
＝
三
和
定
松
。
敢

十
歳
に
若
返
っ
た
気
持
ち
で
新
春
敬
老
会

十

三

地

区

横山菊子 さん (十三、左 )が手渡す

野
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

雪
質
も
良
く
子
ど
も
た
ち
に
人
気

昨

年

よ

り

四

日

早

く

、　

一
月

十

七

日

、

吉

野

ス

キ

ー

場

が

オ

ー

プ

レ
し

積

雪

も

十

分

で

、

オ

ー

プ

ン
当

日

は

ロ
ー

プ

塔

の
無

料

開

放

と

あ

っ

て

正

午

か

ら

待

ち

わ

び

た

小

学

生

が

歓

み一
“
討

夕
で

ナ
利

一
月
十
五
日
、
十
三
公
民
館
に
お

い
て

「新
春
敬
老
会
」
が
行
わ
れ
ま

こ
の
敬
老
会
は
、
赤
十
字
奉
仕
団

十
三
分
団
と
十
三
婦
人
会
が
共
催
し

た
も
の
で
、
地
区
の
お
年
寄
り
約
六

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

敬
老
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
梶
浦
志
保
子
赤
十
字
奉
仕
団
十
二

分
団
長
が

「今
日
は
成
人
の
日
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
二
十
歳
に

若
返
っ
た
気
持
ち
で
今
日

一
日
楽
し

高
松
隆
三
村
長
、
浜
田
春
士
村
議
会

議
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

こ
の
あ
と
、
民
謡
や
手
踊
り
、
新

春
福
引
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
お
互
い
に
元

気
で
新
春
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
い
あ

100円 310円

1,030円 3,090円
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村
教
育
委
員
会
主
催
の

「
た
こ
づ

く
り
教
室
」
が
、
昨
年
十
二
月
二
十

六
、
七
日
の
二
日
間
、
村

コ
ミ

ュ
ニ

小
学
校
児
童
二
十
四
人
が
二
枚
凧
（
４８

ｃｍ
×
６６

ｃｍ
）
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

こ
の
教
室
で
は
、
村
津
軽
凧
愛
好

会

（
三
浦
儀
照
会
長

・
会
員
二
十

一

名
）
の
皆
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
、

初
日
は
下
絵
描
き
や
裏
張
り
、
二
日

目
は
色
づ
け
と
仕
上
げ
作
業
ま
で
、

参
加
し
た
児
童
は
慣
れ
な

い
手

つ
き

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
は

た
ん
刷
毛
で
の
髪
の
毛

の
描
き
方
や

作
業
最
後
の
日
入
れ
な
ど
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
ず
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

凧
づ
く
り
が
初
め
て
と
い
う
児
童

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
愛
好
会

の

た

こ
づ
く
り
教
室

を
開
く

皆
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
指

導
で
見
事
な
津
軽
凧
を
完
成
さ
せ
、

こ
の
一
生
懸
命
つ
く
っ
た
津
軽
凧
は

レ

み
ん
な
真

剣

に
取

り
組

み
ま

し
た

市
浦
村
夕
焼
け
野
球
協
会

（岡
本

隆
雄
会
長
）
が
、　
一
月
十
日
、
青
森

市
に
お
い
て
、
平
成
六
年
あ
す
な
ろ

国
体
記
念
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

第
四
十
四
回
全
日
本
年
賀
状
版
画

コ
ン
ク
ー
ル
中
央
審
査
会

（郵
政
省

主
催
）
で
、
竹
谷
知
佳
さ
ん
の
作
品

が
、
小
学
校
低
学
年
の
部

（保
育
園 今

夏
に
は
４０
時
間
野
球
に
挑
戦

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
　

　

　

，
一
れ
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
設
立

く
　

　

以
来
、
夕
焼
け
野
球
大
会
を
開
催
し

つて
　

　

村

の
野
球
人
口
の
底
辺
を
広
げ
る
と

語
長

　

と
も
に
、
村

の
体
育
行
事
を
積
極
的

き盤
　
に支援す
るなど
スポー
ツ活動
の

大
隆
　
活
発
化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評

夢隣
　
価
されたも
のです。

岡
本
会
長
も

「今
年
は
村
が
誕
生

し
て
か
ら
四
十
年
と
い
う
節
目
の
年
。

夏
に
は
、
４。
時
間
野
球
を
開
催
し
た

い
」
と
夢
を
熱
っ
ぼ
く
語
っ
て
く
れ

児
の
部
が
な

い
た
め
）
で
佳
作
に
入

賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
全
国
各
地
区
の
人
賞

作
品
五
万
点

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
で
入
賞
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
竹

谷
さ
ん
や
長
利
友
子
所
長
を
は
じ
め
、

皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
歯

な
お
、
東
北
地
方
審
査
会
の
人
賞

者
は
次
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◇
東
奥
日
報
社
賞

三
和
龍
馬
く
ん
　

　

（相
内
保
）

◇
佳
作
竹
谷
知
佳
さ
ん
　

　

（相
内
保
）

平
野
邦
和
く
ん
　

　

（相
内
保
）

高
木
翔
太
く
ん
　

　

⌒相
内
保
）

田
納
税
貯
蓄
組
合
が

社
会
保
険
庁
よ
り
表
彰
状

大
田
納
税
貯
蓄
組
合

（奈
良
幸
雄

組
合
長
）
が
、
社
会
保
険
庁
長
官
よ

り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
事
業

の
実
施

に
あ
た
り
、
常
に
事
業
の
推
進
に
積

極
的
に
協
力
し
、
事
業
実
績
が
優
秀

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

国
民
年
金
制
度

の
発
展
に
対
し
て
の

功
績
を
称
え
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
谷知佳載
黎
酵鶴
奮

ら
だ
ぢ
の
凧
で
ぎ
だ
ど

焼
け
野
球
協
会
が
県
表
彰

一綺
春
書
細
め
大
会

回
闇
園

青
森
県
書
道
連
盟
市
浦
書
道
会
（木

津
谷
若
子
会
長
）
で
は
、　
一
月
十
四

日
、
新
春
書
初
め
大
会
を
開
催
し
ま

子
ど
も
達
以
上
に
緊
張
し
て
見
守

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
心
配
顔

を
よ
そ
に
、
力
強
い
立
派
な
作
品
が

出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
村
議
会
議
長
賞
＝
工
藤
梓
▼
書

道
会
長
賞
＝
澤
田
幸
広
▼
金
賞
＝
秋

田
谷
香
理
、
澤
田
み
ゆ
き
▼
銀
賞
＝

木
津
谷
紗
織
、
工
藤
美
和
子
、
石
岡

奈
美
可
、
木
津
谷
裕
子

〈敬
称
略
〉

目
園
園

十
三
書
道
会

（中
島
武
雄
会
長
）

で
は
、
書
初
め
大
会
を
十
三
公
民
館

で
開
き
、
四
十
五
人
が
参
加
し
て
筆

さ
ば
き
を
競

い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
村
教
育
長
賞
＝
秋
田
圭
美
▼
志

友
会
書
道
会
長
賞
＝
工
藤
恵
理
▼
十

二
書
道
会
長
賞
＝
高
田
恵
▼
特
別
賞

＝
奈
良
瞳
、
中
島
千
恵
美
、
本
荘
真

美
▼
金
賞
＝
梶
浦
瑞
穂
、
亀
田
克
実
、

秋
田
あ
さ
み
、
相
坂
和
貴
子
▼
銀
賞

＝
小
寺
あ
き
子
、
浜
田
祐
輔
、
浜
田

祐
樹
、
松
橋
梓
、
小
山
内
康
恵

〈敬
称
略
〉
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元
気
で
ガ
ン
バ
ツ
テ
マ
ス

出
稼
者

を
激

励
訪

間

村
で
は
出
稼
ぎ
対
策
の
一
環
と
し
　
　
村
長
、
村
元
則
美
農
業
委
員
会
長
、

て
、
村
出
身
者
の
就
労
状
況
の
視
察
　
　
古
川
長
光
相
内
地
区
出
稼
組
合
長
、

と
激
励
の
た
め
、　
一
月
十
七
日
か
ら
　
　
大
澤
丈
徳
住
民
福
祉
課
主
事
の
四
人

二
十
日
ま
で
出
稼
先
事
業
所
の
訪
間
　
　
で
、
四
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

を
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
目
は
、
脇
元
地
区
の
石
岡
認

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
高
松
隆
三
　
　
さ
ん
ら
六
名
が
働
い
て
い
る
埼
玉
県

新
座
市
に
あ
る
（有
）岡
本
組
と
石
岡

さ
ん
自
ら
経
営
し
て
い
る
（有
）石
岡

建
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。
岡
本
組
で

は
、
岡
本
邦
夫
社
長
よ
り
会
社
の
概

要
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
石
岡

建
業

・
石
岡
さ
ん
の
自
宅
で
懇
談
会

が
開
か
れ
、
高
松
村
長
が
本
村
の
現

状
と
出
稼
ぎ
の
状
況
、
今
後
の
む
ら

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

「
こ

れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
り

元
気
に
帰
省
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
千
葉
県
千
葉
市
に
あ

る
（有
）可
成
工
業
を
訪
間
、
こ
こ
に

は
相
内
地
区
の
柏
谷

一
郎
さ
ん
ら
六

名
が
働
い
て
お
り
、
可
成
工
業
の
斎

藤
勝
太
郎
社
長
夫
人
の
案
内
で
宿
合

を
視
察
、
宿
合
の
管
理
人
よ
り

「皆

さ
ん
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
」
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
電
車
で
二
十
分
程
の
四
街

道
市
に
あ
る
（株
）岸
組
を
訪
間
、
こ

こ
に
は
、
相
内
地
区
の
田
中
義
春
さ

撥蟹蟹∵芳贅繁ヂツ
くら働いてます」と石岡認さん(脇元)宅の

ん
ら
七
名
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
岸

組

・
岸
信
雄
社
長
よ
り
出
稼
者
の
雇

用
と
業
務
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
近
く
の
現
場
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
出
稼
者
の
宿
舎

は
ひ
と
り
部
屋
と
な
っ
て
お
り
、
宿

合
環
境
も
整
っ
て
い
ま
し
た
。
岸
社

長
は
自
ら
も
出
稼
ぎ
の
経
験
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で

「出
稼
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
ひ
と
り
部
屋
で
何
の
気
が
ね

も
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

配
慮
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は

「
こ
こ
は
天
候
も
安
定

し
、
作
業
環
境
や
安
全
対
策
が
ゆ
き

と
ど
い
て
い
る
。
家
族
の
こ
と
や
村

の
様
子
を
思
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
」
と
元
気
に
語
り
あ
っ
て
い
ま

今
回
訪
問
し
た
関
東
地
区
の
四
事

業
所
で
は
、
い
ず
れ
も

「市
浦
の
人

た
ち
は
、
ま
し
め
で
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
る
」
と
評
価
さ
れ
、
高
松
村
長

か
ら
は
本
村
出
身
者
の
継
続
雇
用
と

安
全
就
労
を
依
頼
し
ま
し
た
。

[島亮暑ぶ百λ逢勇
す」と岸社長

激励訪間された皆さん



(7)広 報ιチろ

拡
幅
改
良
事
業
に
あ
わ
せ
、
「天
の
川

か
さ
さ
ぎ
ロ
ー
ド
文
化
化
事
業
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

か
さ
さ
ぎ
口
！
ド
の
計
画
内
容

●
沿
道
に
広
が
る
田
園
風
景
や
山
並

み
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
心

地
が
よ
く
て
、
た
の
し
く
散
策
で
き

る
自
然
と
の
つ
り
あ
い
が
と
れ
た
歩

行
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

●
の
ど
か
な
昼
下
が
り
に
は
橋
の
上

に
た
た
ず
ん
で
、
日
本
海
や
天
の
川

の
水
面
を
眺
め
な
が
ら
自
然
と
語
ら

う
こ
と
が
で
き
、
夕
暮
れ
時
や
夜
に

は
人
々
を
幻
想
的
な
星
の
国
へ
と
誘

う
新
し
い
出
逢
い
を
呼
ぶ
橋
上
空
間

「
か
さ
さ
ぎ
口
！
ド
」
と
名
づ
け

た
訳町
の
新
し
い
顔
と
な
る
道
と
橋
の

誕
生
が
、
天
の
川
伝
説
の

″
か
さ
さ

ぎ
″
の
よ
う
に
新
し
い
出
逢
い
と
夢

を
生
み
出
し
、
交
流
が
い
っ
そ
う
深

ま
る
こ
と
を
願
い
、
名
づ
け
ま
し
た
。

こ

の

コ
ー
ナ

ー

で
は
、

友
好

町
村

で
あ

る
北
海

道

上

ノ
国

町

の
最
新

情

報

を

お

届

け

し
ま
す

。

今
回

は
、
「
天

の
川

か
さ
さ
ぎ

ロ
ー
ド
文
化
化
事
業

」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は

「
天
の
川
」
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
想
像
し
ま
す
か
。
夏

の
夜
空
を
彩
る
天
の
川

（銀
河
）
を

思
い
浮
か
べ
る
人
、
織
姫
と
彦
星
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
七
夕
伝
説
を
思
い

浮
か
べ
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思

現
在
、
上
ノ
国
町
で
は
星
座
や
七

夕
伝
説
を
生
か
し
、
母
な
る
川

″
天

の
川
″
の
水
辺
風
景
な
ど
と
あ
わ
せ

た
景
観
づ
く
り
の
た
め
、　
一
般
国
道

二
二
八
号

（上
ノ
国

。
大
留
間
）
の

状わ う打くし しせら膜のうが混い 院所ザ ＼ハハ∧ /

懲ワ鶴 よ島覗維屯省風辱管し禁署li T tt a先 唐ま
り、たた力1 っ

彗クテ;曇言ま:,等多:饉 :盾″番章褒賃孝骨た言:袴 ] い
紆f万埠言手9寛 系̀

ま

翼 鯉 手に1〔震 言鵜 菫震墨 て
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凛

ね

{
ユ

経
清

、
斬
殺

さ
れ
る

厨
川
柵
の
火
攻
め
に
、
城
兵
は
上
を
下
ヘ

の
大
騒
ざ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
う

せ
死
ぬ
な
ら
敵
兵
と
わ
た
り
合
っ
て
死
の
う

と
の
必
死
の
抵
抗
に
、
頼
義
の
兵
卒
の
戦
死

者
が
数
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
た
清
原
武
則
は
急
使
を
第

一
戦

の
武
貞
の
陣
に
遣
わ
し
て
、
「疾
く
、　
一
方
の

国
み
を
解
い
て
、
敵
の
逃
げ
路
を
開
け
よ
」

と
告
げ
ま
す
。
武
貞
軍
が
東
方
の
道
を
開
け

て
、
武
則
軍
と
合
流
し
て
待
ち
構
え
て
い
ま

逃
げ
口
の
出
来
た
城
兵
が
先
を
争
っ
て
城

外
に
逃
げ
出
し
ま
す
。
藤
原
経
光

・
藤
原
正

綱

・
藤
原
正
元
等
が
真
先
に
出
て
闘
い
ま
す

が
、
待
ち
構
え
て
い
た
武
則
父
子

が
横
攻
め
に
あ
っ
て
敢
え
な
く
討

ち
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
藤
原

経
清
も
そ
の
一
人
で
し
た
。
こ
れ

を
追
撃
し
た
の
が
叔
父
で
あ
る
平

国
妙
で
し
た
。
戦
い
は
ま
こ
と
に

残
酷
な
も
の
で
す
Ｇ
血
の
つ
な
が

り
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か

そ
れ
と
も
、
経
清
は
最
期
を
覚
悟

し
て
身
内
の
国
妙
に
手
柄
を
た
て

さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う

か
、
国
妙
の
手
に
捕
え
ら
れ
て
頼

義
の
面
前
に
据
え
ら
れ
ま
し
た
。

頼
義
は
、
貞
任
の
参
謀
で
あ
る

経
清
を
最
も
憎
ん
で
い
ま
し
た
。

国
府
に
収
納
す
る
米
が
経
清
の
自

に
よ
っ
て
安
倍
方
に
農

し
た
。
そ
こ
で
、
家
来
に
命
し
て
鈍
刀
で
経

清
を
斬
ら
せ
た
と
歴
史
は
語
っ
て
い
ま
す
．

経
清
の
妻

「あ
る
か

一
の
前
」
も

一
子
清
衡

を
抱
え
て
厨
川
に
身
を
投
げ
出
し
ま
し
た
が
、

敵
軍
に
助
け
上
げ
ら
れ
、
武
則
（又
は
武
貞
）

の
後
妻
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
清
衡
は
後
の
平

泉
藤
原
三
代
の
初
代
に
成
長
し
ま
し
た
。

貞
任

一
族
戦
死
す

貞
任
の
残
兵
は
わ
ず
か
二
十
余
騎
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
最
期
の
一
戦
を
敵
将
頼
義
の

陣
営
に
挑
み
ま
す
。
ま
た
、
弟
六
郎
重
任
も

雄
も
こ
こ
に
首
を
落
と
し
ま
す
。

重
任
も
苦
戦
の
末
、
愛
馬
が
傷

つ
い
て
倒

れ
て
捕
え
ら
れ
、
義
家
の
命
に
よ
り
首
を
斬

千
代
童
丸
斬
ら
る



情報をお寄せ<ださい

あ し ら世
役場の電話は62-2111

村県民税申告書の提出期限は

3月 15日です

(2)平 成 6年 中に支払 った健康保

(3)平 成 6年 中に支払 った医療費

(4)生 命保険・個人年金保険等の

(7)大 農具の修理費の領収書

(8)農 業近代化資金利子等の領収

(9)営 業所得のある人は、平成 6

(10出稼ぎ給与等のある場合は源

(10そ の他必要と思われる各種証

(10所得税の確定申告 (還付申告

第13回 村民室内運動会
第 2回 しうらレクリェーショ
ン・ザ・ギネス

参加チーム募集

出張納税相談を実施

市浦村の人口と世帯数   平成721現 在



地
震
に
学
ぶ

昭
和
五
十
八
年
、
日
本
海
中
部
沖

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

・
七
の
地
震

が
発
生
し
、
津
波
で
六
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
六

年
十
二
月
に
は
、
三
陸
は
る
か
沖
地

震
が
あ
り
、
八
戸
市
を
中
心
に
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
平

成
七
年

一
月
に
は
、
阪
神
大
震
災
で

思
い
が
け
な
い
大
災
害
が
あ
り
、
今
．

な
お
避
難
生
活
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

そ
の
時
ど
う
す
るヽ
安
全
対
策
～

す
。そ
こ
で
今

一
度
、
他
人
事
と
考
え

ず
我
が
身

・
我
が
家
庭
の
安
全
対
策

は
備
わ
っ
て
い
る
か
ふ
り
返
っ
て
み

キ
ヤ
ン
プ
用
品
を
整
え
よ
う

地
震
の
と
き
、
外
部
か
ら
の
救
援

物
資
が
届
く
の
に
二
、
三
日
程
時
間

が
か
か
る
の
で
、
持
ち
出
す
食
料

・

水
な
ど
は
二
、
三
日
分
の
目
安
で
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
か
さ
ば
ら
な
い
ド

ラ
イ
フ
ー
ズ
食
品
の
袋
を
、
最
低
必

要
量
よ
り
多
め
に
備
え
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
事
前
に
家
族

で
話
し
合
う
こ
と
と
し
て
は
、
持
ち

出
し
品
を
運
ぶ
分
担
の
ほ
か
、
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
、

集
合
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

助
け
あ
う
こ
と
の
大
切
さ

災
害
時
、
隣
り
近
所

『ど
う
し
て

る
」
と
声
を
か
け
合
う
勇
気
が
あ
り

ま
す
か
。
　
ｆ

人
暮
ら
し
の
人
は
ど

う
し
た
ろ
う
、
地
区
の
皆
は
大
丈
夫

か
」
と
お
互
い
助
け
あ
う
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。
人

一
人
で
は
何
も
出

来
な
ぐ
て
も
、
二
人
、
二
人
と
集
ま

れ
ば
出
来
な
い
事
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
人
と
話
す
こ
と
に
よ
り

精
神
的
な
不
安
を
軽
く
し
て
く
れ
ま

す
。
行
政
だ
け
で
は
出
来
な
い
事
も

一
人
ひ
と
り
の
助
け
あ
う
心
で
お
互

い
が
救
わ
れ
ま
す
。

▽

お

誕

生

（機　晦　呻り『
一幸　　摯一

（呻　誨　弗ぐ碁
一れ所川画一

（轟　』　詠　裁
一量所川］一

（動　向　印　“
一回
海
暉一

（呻　料　都賀摯
一針　　」一

（』　権　好　「
一練　　崎一

（峰縁跡　岸　一
一一　　動一

▽

あ
＜
や
み

伊
　
南
　
ト
　
ヨ

（磯
　
松
）
８３
歳

〓
一　
橋
　

ふヽ
　
さ

（十
　
一二
）
７９
歳

秋
田
谷
　
寅
四
郎

（桂
　
川
）
７７
歳

工
　
藤
　
兵
　
蔵

（相
　
内
）
８。
歳

木
　
村
　
平
　
内

（相
　
内
）
９．
歳

櫛
　
引
　
鐵
　
美

（脇
　
一九
）
８２
歳

ヽ

３

こ

ち

ら

編

集

室

「広
報
し
う
ら
」
も
つ
い
に
三
百

号
を
突
破
し
、
私
が
担
当
し
て
か
ら

も
四
十
号
と
な
り
、
長
い
つ
き
あ
い

に
な
っ
た
と
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。

さ
て
、
今
月
号
か
ら
文
字
サ
イ
ズ

を
少
し
大
き
く
し
て
み
ま
し
た
。
こ

れ
も
福
祉
と
の
連
携

「高
齢
者
に
や

さ
し
い
紙
面
づ
く
り
」
と
ひ
と
り
で

▽ 和 賢 翔 寛 詩

脇
元
）
篤

相
内
）
雅

脇
元
）
早

十
三
）
唯

相
内
）
昭

結

婚

翠:「裏条憎1｀ち季ら


